
 

 

平成 29年（暦年）沖縄県入域観光客統計概況 

文化観光スポーツ部 観光政策課 

平成 30 年１月発表 

 

平成 29 年（暦年）の観光客数は、939 万 6,200 人で過去最高 

対前年（H28）比 ＋78 万 3,100 人、＋9.1％ 

 

■月別入域観光客数の推移（平成 27 年～平成 29年） 
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平成27年 530.1 550.9 659.0 635.4 611.4 610.0 714.0 797.5 724.7 696.8 619.6 613.6 7,763.0 10.0％

平成28年 581.6 622.5 709.2 681.5 697.1 714.4 805.8 926.9 793.0 767.9 650.2 663.0 8,613.1 11.0％

平成29年 653.0 637.9 778.5 759.2 740.6 798.8 907.9 1,002.5 837.1 799.3 762.9 718.5 9,396.2 9.1％

H29増減率 12.3％ 2.5％ 9.8％ 11.4％ 6.2％ 11.8％ 12.7％ 8.2％ 5.6％ 4.1％ 17.3％ 8.4％ 9.1％
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■平成 29年（暦年）の概況（総括） 

 平成 29 年（暦年）の入域観光客数は 939 万 6,200 人で、前年比で 78 万 3,100 人、率にして 9.1％

の増加となった。初の 900 万人台を記録し、５年連続で過去最高を更新した。 

昨年に続き、月別では、全ての月において前年同月を上回るとともに、各月の過去最高記録を更

新した。 

前年と比べて増加した要因は次の通りと考えられる。 

 ○行政や民間が一体となったプロモーション活動により、沖縄の認知度向上や旅行意欲の喚起を

図ったこと 

○離島直行便など国内航空路線の拡充による国内客の増加 

○東南アジア方面などの海外航空路線の拡充・クルーズ船寄港回数の増による外国客の増加 

 

■平成 30年の見通し 

 景気は緩やかな回復基調にあることや、各航空会社による航空路線拡充の動きがあることから、

国内観光地との競合が想定されるものの、国内旅行市場は好調に推移するとみられる。 

また、外国客については、台湾・高雄－那覇間においてＬＣＣによる就航予定があり、空路客の

入込増加が期待されることや、クルーズ船の寄港についても増加する予定となっていること等から、

好調に推移するものと見込まれる。 

 

 



 

 

国内観光客の動向 

■入域観光客数（国内） 

 平成 29 年（暦年）の国内客は、過去最高の 685 万 4,000 人で、対前年比で 32万 3,000 人、率に

して 4.9％の増加となった。これまでの暦年における国内客の過去最高の入込は、平成 28年の 653

万 1,000 人。 

 

■平成 29年（暦年）国内観光客の状況（方面別の月別推移） 
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東京 250.5 241.4 301.5 251.3 230.9 251.6 312.6 359.2 302.9 287.1 284.7 261.7 3,335.4 4.2％

関西 100.3 97.2 126.9 115.2 121.2 118.6 118.6 153.1 123.3 108.3 110.9 105.7 1,399.3 3.0％

福岡 66.1 64.9 79.6 68.0 66.4 69.6 76.9 88.4 75.7 72.2 75.8 70.2 873.8 7.3％

名古屋 41.6 43.6 52.7 46.7 43.6 45.6 50.8 58.3 49.2 46.5 46.5 43.2 568.3 6.2％

その他 47.3 46.7 59.4 60.4 61.7 51.9 56.3 67.8 52.5 56.0 62.6 54.6 677.2 8.7％

計 505.8 493.8 620.1 541.6 523.8 537.3 615.2 726.8 603.6 570.1 580.5 535.4 6,854.0 4.9％

増減率 8.4％ 4.5％ 8.5％ 4.3％ 6.8％ 7.8％ 4.5％ 4.6％ 2.4％ △0.5％ 7.5％ 1.8％ 4.9％
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■国内観光客の概況 

 平成 29 年（暦年）は台風の影響があったものの、景気回復基調が継続したことで全体として国

内旅行需要は好調に推移した。名古屋－宮古路線の新規就航等の航空路線の拡充に加えて、各離島

への直行便も好調であったこと等から、前年を上回った。 

 

【方面別の動向】 

 東京方面   羽田－那覇路線の増便等航空路線の拡充に加えて、離島への直行便についても好

調であったこと等から、前年を上回った。 

 

 関西方面   神戸－那覇路線を中心とした航空路線の拡充や、関西から宮古・石垣への直行便

がいずれも好調であったこと等から、前年を上回った。 

 

 福岡方面   北九州－那覇路線の新規就航など航空路線が拡充したことにより前年を上回り、

前年の熊本地震の影響から増加率は主要方面で最も高かった。 

 

 名古屋方面  名古屋－宮古路線の新規就航や、石垣への直行便についても好調であったこと等

から、前年を上回った。 

 

 



 

 

外国人観光客の動向 

■入域観光客数（外国） 

 平成 29 年（暦年）の外国客は、過去最高の 254 万 2,200 人で、対前年比で 46万 100 人、率にし

て 22.1％の増となった。これまでの暦年における外国客の過去最高の入込は、平成 28 年の 208 万

2,100 人。 

 

■平成 29年（暦年）外国人観光客の状況（方面別の月別推移） 
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台湾 39.3 43.6 49.9 64.2 68.9 94.4 92.4 89.3 67.8 77.4 57.3 42.5 787.0 29.6％

韓国 49.5 45.0 38.1 42.1 41.6 42.9 44.3 43.4 43.2 41.3 42.1 49.8 523.3 21.3％

中国 29.7 29.3 25.3 37.6 45.9 42.5 69.5 65.9 49.9 45.4 26.4 36.6 504.0 12.2％

香港 15.1 11.1 16.8 25.5 24.0 25.6 30.7 27.5 25.4 22.2 14.3 18.7 256.9 16.2％

その他 13.6 15.1 28.3 48.2 36.4 56.1 55.8 49.6 47.2 42.9 42.3 35.5 471.0 26.2％

計 147.2 144.1 158.4 217.6 216.8 261.5 292.7 275.7 233.5 229.2 182.4 183.1 2,542.2 22.1％

増減率 28.1％ △3.9％ 14.9％ 34.2％ 5.0％ 21.1％ 34.7％ 18.8％ 14.8％ 17.7％ 65.5％ 33.5％ 22.1％
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■外国人観光客の概況 

 平成 29 年（暦年）は、昨年から引き続き、訪日旅行人気が継続していることに加え、沖縄発着

航空路線の新規就航および既存路線の増便があり、空路客が増加した。 

また、クルーズ船寄港回数が夏場を中心に大きく増加したことにより、海路客が大幅に増加した。 

 

【国籍別の動向】 

 台湾     タイガーエアー台湾による高雄－那覇路線の新規就航などの航空路線の拡充に

加え、クルーズ船の寄港回数増により、空路・海路客ともに増加、過去最高であっ

た昨年を上回り、初の 70 万人台となった。 

 

 韓国     ティーウェイ航空による大邱－那覇路線の新規就航を含む航空路線の拡充によ

り、空路客を中心に増加、過去最高を更新し、初の 50 万人台となった。 

 

 中国本土   中国東方航空による西安－那覇路線の新規就航や、中国発クルーズ船の寄港回数

増により、空路・海路客ともに増加、初の 50 万人台となった。 

 

 香港     香港エクスプレスによる香港－石垣路線の通年化や、香港発クルーズ船の寄港に

より、空路・海路客ともに増加、過去最高を更新した。 

 

その他    ピーチアビエーションによるバンコク－那覇路線や、ジェットスター・アジア航

空によるシンガポール－那覇路線の新規就航など東南アジア方面での新規就航が

あった。 


